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以下のすべての問題で，考えている測度は Lebesgue 測度である．

[1] δ-関数は，L1
loc の元としては表せないことを示せ．すなわち，L1

loc(R) の元 f

で，すべての試験関数 φ ∈ D(R) に対して
∫
R

f(x)φ(x) d = φ(0) となるものは存在
しないことを示せ．

[2] R 上の超関数 T を何回か微分したら 0になった．このような T をすべて求
めよ．

[3] R 上の関数 | sinx| を超関数と思ったものを T と書くとき，T ′′ を求めよ．

[4] f ∈ L1(R) とする．ε > 0 に対し，
1
ε
f

(x

ε

)
を超関数と思って，ε → 0+ とし

たときの極限を求めよ．


